
水平支承を設置することによる制震構造の採用

会社の経営努力による費用の縮減内容について 資料ー９

運 用 指 針

第２条①－ロ 現場特有の状況に対応するための創意工夫
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磐越自動車道 いわきＪＣＴ～いわき三和ＩＣ 位置図
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磐越自動車道（いわきＪＣＴ～いわき三和ＩＣ）の路線概要
・磐越道は、太平洋側と日本海側を結び常磐道、東北道及び北陸道と広域ネットワークを強固にするうえで
非常に重要な路線。
・いわきＪＣＴ～郡山ＪＣＴ間の７１．４ｋｍは、平成１１年３月より４車線化工事に着手し、平成２０年１１月３０
日のいわきＪＣＴ～小野ＩＣ間の４車線化により、全区間が４車線化。



磐越自動車道大利橋の現況と当初計画①
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・磐越自動車道 大利橋は、一般国道４９号を横過する橋梁で、Ⅰ期線施工時にⅡ期線施工時の交差

する国道に対する架設規制を低減することから、Ⅱ期線の下部工まで施工。

・Ⅰ期線開通後、阪神淡路大震災が発生し、Ｈ８道路橋示方書により耐震設計基準の見直しが行わ

れ、既設橋脚の概略検討を実施。

検討部位 種別 単位 作用力 耐力 判定

P1フーチング モーメント 千ｋN・m 25.9 11.6 ×

P2フーチング 〃 千ｋN・m 26.1 12.3 ×

P1深礎杭 せん断力 千ｋN 5.2 3.5 ×

P2深礎杭 〃 千ｋN 6.4 2.9 ×

◆概略検討結果

各橋脚のフーチング部、深礎杭部におけるせん断の作用力が耐力を大きく超過
するため、既存橋脚のままの構造では応力が耐えられない。



①橋台部においてアンカーバーにより、
橋軸直角方向を固定し、橋軸直角方
向の地震力を制限

磐越自動車道大利橋の現況と当初計画②
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●当初計画
①橋台部においてアンカーバーにより、橋軸直角方向を固定し、橋軸直角方向の地震力を制限。
②橋軸方向の地震力は橋脚で負担させ、既設橋脚を一部取壊し、増し杭で補強。

橋軸直角方向の移動を制限

Ⅰ期施工（現況施工済）範囲

Ⅱ期施工範囲

ＲＡ１ ＲＡ２

②地震時の橋軸・橋軸直角方向の応力が
耐えられないため、一部取壊して増し杭
で補強

増し杭に
よる補強増し杭に

よる補強



磐越自動車道大利橋の現況と当初計画③
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検討部位 種別 単位 作用力 耐力 判定

P1フーチング モーメント 千ｋN・m 10.3 15.4 ○

P2フーチング 〃 千ｋN・m 9.9 14.4 ○

P1深礎杭 せん断力 千ｋN 2.2 4.2 ○

P2深礎杭 〃 千ｋN 2.7 3.9 ○

◆当初計画設計照査結果

各橋脚のフーチング部、深礎杭部における作用せん断力よりせん断耐力が上回り、
応力が耐えられると判断

当初計画 ： 橋台支承の橋軸直角方向を固定し、既設橋脚を一部取壊して増し杭で
補強する計画



当初計画の課題と検討
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地震時に発生する水平力について、脚材の作用力を橋台に
分散させる構造として、橋台に水平支承を設置する構造

●当初計画に対する問題点

・既設橋脚の一部取壊しは、非効率・不経済。

・一部取壊しは、既設のⅠ期線（供用中）や一般国道４９号への影響が懸念される。

水平力を橋台に分散

水平支承

※「制震橋の設計要領（平成１９年４月）」に先

駆け『制震構造』を採用したもので、当時は

まだ設計細目の構築には至っていなかった

技術である。

上部工工事における詳細設計において、既存橋脚の補強を不要とする工法について検討
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制震構造についての検討結果

・橋脚に作用する応力の低減が図られることによる、増し杭による橋脚（下部工）の補強が不要。

・斜材への応力が低減されることによる、斜材のスリム化及びビルドアップ部材（ＳＭ５７０材）を

Ｈ鋼（ＳＳ４００、ＳＭ４００）に変更。

⇒上部工の全体鋼重の低減

橋軸直角方向には移動しない構造。また、
橋軸方向へは水平支承を設置し、地震時の
橋軸方向への応力を橋台（背面土圧含む）
に持たせ、橋脚に伝達しないように設置

支承条件の変更により、脚材に作用する地震時の
応力が小さくなり、増し杭の補強が不要となった。

支承条件の変更により、脚材に作用する地
震時の応力が小さくなり、斜材のスリム化等
により、上部工の全体鋼重を低減できた。
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制震構造についての照査

検討部位 種別 単位 作用力 耐力 判定
P1フーチング モーメント 千ｋN・m 9.9 11.6 ○
P2フーチング 〃 千ｋN・m 9.7 12.3 ○
P1深礎杭 せん断力 ｋN 1.4 3.5 ○
P2深礎杭 〃 ｋN 2.6 2.9 ○

◆水平支承を設置した場合の設計照査結果

至いわきJCT
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水平支承を設置することで既設橋脚の補強が不要になることによる工事費の縮減
及び上部工の全体鋼重が低減されることによる材料費の縮減



経営努力要件適合性について

Ⅱ期線施工時に水平支承を設置（制震構造の採用）し、既設橋脚の補強を不要としたことは 、

現場特有の状況に対応するための創意工夫である。

水平支承を設置することで既設橋脚の補強が不要になることによる工事費の縮減
及び上部工の全体鋼重が低減されることによる材料費の縮減

運用指針第２条第１項第１号ロに該当

助成金交付における経営努力要件適合性の認定に関する運用指針（抜粋）
第二条 経営努力要件適合性の認定基準
機構は、助成金交付申請をした高速道路会社の主体的かつ積極的な努力による次の各号に掲げる費用の縮減
（適正な品質や管理水準を確保したものに限る。）について、経営努力要件適合性の認定を行うものとする。

①次に揚げるいずれかにより、道路の計画、設計又は施工方法を変更したことによる費用の縮減。
ロ、申請の対象である現場特有の状況に対応するための創意工夫
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≪申請された会社の経営努力≫


